
4月19日、山口県庁でこいのぼり掲揚式が行われ、
市内の幼稚園、保育園、認定こども園の子どもた
ち約 200 名が参加しました。青藍会グループか
らは、はあと保育園中央の５歳児クラスの子ども
たちが参加し、村岡嗣政県知事と一緒にこいのぼ
りを掲揚し、県警音楽隊の演奏を楽しみました。
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老人保健施設と通所リハビリテーションの連携で在宅復帰をサポート

2024年度の介護報酬改定で在宅においても医
療ニーズへの対応や機能の維持回復を退院・退所
後に早期に開始することが推進されています。カ
ンファレンスの参加やリハビリテーション計画書
の入手など必要なリハビリテーションが継続でき
るよう情報共有も促されており、連続的で質の高
いリハビリテーションの実施を求められています。

2021年度の改定ではリハビリ、栄養、口腔の
取組が一体となって運用されることで、より効果
的な重度化予防が推進されてきました。

そこで、ハートホーム山口では老人保健施設（以
下、老健）とデイケア（通所リハビリテーション）
が連携することで退所後、リハビリテーションや
介護支援が継続できる体制を整えてきました。さ
らに強化を図るため、リハビリカンファレンスや
相談員同士の情報共有会議で、退所の近い利用者
様の情報を共有するようにしています。

今回は、その中で急性期病院からの退院後老健
でリハビリを行い、老健退所後はご自宅へ戻られ
て通所リハビリに通いながらお元気に過ごされて
いるご利用者様の例をご紹介します。

年齢：67歳　　要介護：４　
疾患：脳梗塞、糖尿病、過活動膀胱
入所時のコース：リハビリ在宅復帰コース
45歳頃より単身赴任で東京へ。定年後も勤
められていた。2021年2月ふらつきを主訴
に受診、脳梗塞の診断にて東京の病院へ入院
となる。退院許可がでるも自宅での独居生活
困難なため、自宅に近い山口で継続したリハ
ビリを希望され、ハートホーム山口へ入所と
なる。

老健での取り組み

◎入所時の状態
脳梗塞後遺症に伴う身体機能障害
・左半身麻痺（可動域制限・筋力低下・感覚障害）
・左下肢荷重時痛
・高次脳機能障害（注意障害・左半側空間無視）
・構音障害

◎活動への制限
・坐位、立位姿勢アライメントの崩れ
・排泄コントロール（頻尿）
・自宅内を車椅子での移動困難
・住環境整備（玄関の段差・駐車場の不整地の移動）

◎退所に向けての目標
・自宅内の杖歩行
・玄関の段差昇降
・トイレ動作の自立

リハビリ内容は、筋力訓練・ステップ動作訓練・
歩行訓練、プリント課題の提示や口腔体操の提示
にて自主トレーニングを中心に実施をしました。
自宅内での車椅子移動が困難なため、4点杖を使
用し麻痺側への荷重を意識してもらい、立位バラ
ンス訓練や歩行訓練を実施しました。自宅内であ
れば4点杖で安全に移動は可能になりました。

排泄は過活動膀胱によりトイレに行く回数が多
いため、トイレ間隔を2時間空けるように排尿コ
ントロールや生活サイクルの修正を行いましたが、
我慢が出来ないことがあるため、在宅でも継続す
る必要がありました。

下位更衣の自立を目指して立位バランス訓練を
実施し、介助と手摺りがあれば立位バランスを安
定することができるようになりました。

また、ご家族より「自宅前の砂利道歩行でのふ
らつきが多く、介助するのが怖い」や「自宅の段差
がうまく乗り越えられない」、「車の乗り降りが難
しくて転倒してしまいそう」といった課題が出て
きたため、動作の分析・動作改善・動作指導を行い、

老人保健施設と通所リハビリテーションの
連携で在宅復帰をサポート 老人保健施設

ハートホーム山口
事業所長　作業療法士

ハートホーム山口
デイケアセンター

事業所長　理学療法士

老健退所後の生活に向けた歩行訓練
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老人保健施設と通所リハビリテーションの連携で在宅復帰をサポート

家族への介助指導も実施しました。上記のリハビ
リにて退所頃には安定した杖歩行や車の乗り降り、
見守りでの段差昇降ができるようになり、トイレ
動作の介助量も軽減することができました。

ADL能力（老健入所中）
入所時 退所前

食事 10 10

移乗 10 10

整容 0 0

トイレ動作 5 5

入浴 0 0

平地歩行 5 10

階段昇降 0 5

更衣 5 5

排便コントロール 5 5

排尿コントロール 5 5

合計 45 55

自宅退所後は入所中よりも必然的に活動量が
減ってしまうので、介助量や転倒の危険性の増加
を予防するために、退所後も継続してリハビリが
可能である通所リハビリテーション（デイケア）の
サービス提案を行いました。なかでも、自宅の環
境や介助量の問題で自宅での入浴が困難だった為、
入浴支援もあるロングコースをおすすめしました。
入浴支援があるというメリットだけでなく、活動
量の確保、家族の休憩時間にもなります。入所中
に体験利用も可能であり、ご本人もどのような場
所なのか、何をするのかを把握できます。

デイケアの利用が決まってからは、日課を遂行
してもらい坐位耐久性の向上を図りました。不整
地に関しては車椅子での移動を家族に指導するこ
とで解消をすることが出来ました。

デイケアでの取り組み

自宅での移動を継続して実施できるよう4点杖
での歩行訓練を実施するとともに、平行棒内での
体操に参加することで基本動作を繰り返してもら
い、家族の介助量軽減を図りました。立ち上がり
から移乗までの動作は自立することが出来ました。

排泄は、デイケアでもトイレ間隔を2時間空け
ることを継続していますが、日によってばらつき
がみられています。家族とのお出掛けにつなげら
れるようデイケアでの外出訓練には積極的に参加
するよう促しています。

ADL能力（老健退所後）
退所時 デイケア

食事 10 10

移乗 10 15

整容 0 0

トイレ動作 5 5

入浴 0 0

平地歩行 10 10

階段昇降 5 5

更衣 5 5

排便コントロール 5 5

排尿コントロール 5 5

合計 55 60

現在はADL能力の低下はなく老健とデイケアを
併用しながら在宅生活を継続されています。入所
中から歯科治療を実施し、在宅復帰後は訪問診療
で治療を継続して受けられており、栄養・口腔に
おいても一体化した支援を実施することが出来て
います。

今後も老健とデイケアの連携を強化していくこ
とで、退所後もリハビリテーションを継続しても
らい、住み慣れた環境での生活を支援していきま
す。

老人保健施設ハートホーム山口（担当：福田）
ハートホーム山口デイケアセンター（担当：林）

T083（933）6000

問い合わせ先

立ち上がり、立位の自立に向けた訓練
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飲み込みサポートセンター「お口の手帳」活用術

近年高齢化に伴い、飲み込む力が弱くなってい
る方が増えてきています。

健康状態に問題がない状態でも突然の病気や怪
我などで入院することになり寝たきり状態が続く
と、体力や筋力が衰えて飲み込みの障害（摂食嚥
下障害）を患うことがあります。病院では原因疾患
が治癒すると退院となるため、患者様は退院後ど
のように嚥下障害と向き合えば良いのかわからな
いといったケースが増えているようです。そこで、
施設や在宅でも飲み込み・栄養サポートが継続でき
るよう、歯科医師・歯科衛生士・理学療法士・作業
療法士・言語聴覚士・看護師・管理栄養士がチーム
になって口腔や栄養にも特化した取り組みを行うた
めに発足したのが飲み込みサポートセンターです。

青藍会の飲み込みサポートセンターでは飲む・
食べるが様々な事情で難しくなったすべての方を
対象としています。定期的に飲み込みサポートの
チームが集まり、飲み込みサポートの周知、今後
の取り組み内容等意見を出し合い、検討しています。

高齢化社会となり、飲み込みの障害（摂食嚥下
障害）のある方が増加し、多くの方が治療や指導
を受けて生活されています。嚥下障害のある方が
退院、退所されご自宅に戻られた時、その方のみ
ならずご家族も嚥下障害についてどのように向き
合っていくか、チームとして在宅の方にどのよう
にサポートしていくかが最初に出た議題でした。

青藍会では病棟を退院、老健を退所される際に
栄養や口腔面の情報提供はこれまでも書面でご家
族やケアマネジャーに行っていました。ただ専門
職が思う以上に相手に分かりやすく伝えきること
は難しく、嚥下障害の対応について広く普及する
ことは困難でした。

飲み込みサポートセンター「お口の手帳」活用術

お口の手帳

この状況を打破するために、おくすり手帳や血
圧手帳のようにご利用者様が持ち歩いて、一目で
ご利用者様が何をどのようにして食べ、どのよう
な点に注意が必要か、などがわかる「お口の手帳」
を作成しました。手帳をお使いになる利用者様の
口腔内の状態や食事場面、日常生活で気を付ける
ことといった情報を、サポートする多職種の職員
が記載して連帯していくことでご本人、ご家族を
含め情報共有できるようになりました。
「お口の手帳」という名称はこれを持っているご

利用者様が歯科を受診したり、施設を利用したり
する時に嚥下障害があることが周囲に分かりやす
く、医療機関などで適切なサービスが受けられる
イメージから考案しました。

これまで歯科受診でどのような治療をしたのか、
歯周病や虫歯について治療の緊急性があるのか等
情報共有が難しかったのですが、歯科受診の際に
歯科医師や歯科衛生士に記入していただけるペー
ジも設けています。

歯科医、歯科衛生士、管理栄養士、言語聴覚士、看護師、
リハビリ職員の多職種で行うカンファレンス
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飲み込みサポートセンター「お口の手帳」活用術

老健やデイケアでは言語聴覚士が食事の状況を
記載できるようにしています。

またお口の手帳を日常生活の中で継続して使用
していただけるように、1つの取り組みとしてス
タンプカードを手帳の中に入れています。デイケ
アでは、通所ご利用時に口腔ケアをされると1回
につき1個スタンプが貯まるシステムとしました。
スタンプが貯まると歯ブラシやはあと農園のお菓
子と交換できるようにしました。はあと農園のお
菓子は季節によって変わるのでご利用者様も楽し
みにされています。

ご利用例

今回老健退所後にデイケアに通われている方に
実際にお口の手帳を使ってみての感想をインタ
ビューしてみました。

【老健退所後にデイケアをご利用中のA様】
・お口の手帳についてどう思いますか？
──老健を退所する時にいただきました。退所前
に専門の職員の方が口の中をチェックして記載し
てくれました。丁寧に手帳の説明もしてくれたの
で、嬉しかったです。

・ご家族の反応はどうでしたか？
──息子が遠方に住んでいるので見せていません。
手帳をいただいたことは伝えました。デイケアで

気をつけていただいているので感謝しております。
口腔ケアを頑張って継続してほしいとのことです。

・実際に使ってみてどうでしたか？
──スタンプを貯めるために口腔ケアを忘れない
ようにしたいと思います。自分のことがこの一冊
にまとめてあるので助かります。

まだお口の手帳を使った活動については取り組
み始めたばかりですが、前向きに取り組んでくだ
さる利用者様が多く嬉しく思います。

飲み込みサポートセンター
  　0120（２）81056

問い合わせ先

言語聴覚士がお口の手帳を使って食事の状況を説明
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ハート掲示板

ハート掲示板
●はあと親子勉強会「今、楽しみながらできることってなんだろう」

4/20(土)に、はあと保育園新山口で、はあと親
子勉強会を開催しました。日々の子育ての中でと
ても大切な「ふれ合い」について、タイミングや触
れる場所など、日頃の生活の中で楽しみながらで
きる親子の関わり方について、小児専門の作業療
法士とともに学びました。また、布団を丸めてそ
こによじ登るなど、家の中にあるものを工夫して
使う遊び方や、子どもの成長に大切な背中や足の
裏の触れ方について、参加者と一緒に実践しました。

●「スマホくん」
昨今のデジタルデバイスの普及に伴い問題となっているスマホ依

存症の低年齢化ですが、この度下関市のかねはら小児科の石本 美
香代先生が著者の絵本「スマホくん」が出版されました。こちらの
絵本の出版にあたっては、青藍会グループも趣旨に賛同し、協力し
ております。ハートクリニック新山口で発達相談外来をしている岡 
桃子医師も医学解説で携わっています。是非お手にとって、ご家庭
でスマートフォンの使い方について親子で話し合うきっかけにして
いただければと思います。

●ソフトクリームはじめました
はあと農園では、これからの季節に向けてソフトクリームの販売

を始めました。7種のトッピングの組み合わせで様々な味・食感のソフトクリームをお楽しみいただ
けます！是非お立ち寄りください。

カップソフトにコーン
のトッピングも人気で
す☆自分のお気に入り
の組み合わせを見つけ
よう！
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介護福祉士実務者研修受講生募集 !!
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老人保健施設
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医師
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朝田IC

嘉川IC

大  
歳

新山
口

小郡IC

ハートホーム宮野

ハートホーム山口
キッチン・はあと

ハートホーム中央
ウェルネスセンター中央

ハートハウス大内

ハートホーム平川

ハートハウス大歳

ハートホーム小郡

ハートハウス小郡南

はあと農園

ハートホーム南山口

ハートハウス新山口

ハートホーム新山口
医療型児童発達支援センター

詳しくは
HPに掲載中‼

ハ ー ト コ ー ル


